
ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

【進捗状況】 一定の要件に該当する土地取引の利用目的
が　土地利用計画に適合するものであるか，法
の規定に基づき事務を進めたことから，適正な
土地利用が図られ一定の成果が得られた。

⑦国土利用計画法等関連事務事業

【事業概要】 国土法の規定に基づく事務（大規模な土地取
引に係る土地売買等の事後届出の受理，遊休
土地調査，土地取引規制基礎調査等）を行う。

【事業費】 407千円

【事業担当課】 企画調整課

【実施内容】 国土法関係事務として，
① 大規模な土地取引に係る土地売買等の事後届出
（法第23条第１項）を受理し，土地の利用目的等に関し
て意見を付して県に報告を行った。
② 四半期ごとに土地取引調査を行い，上記届出をし
なかった違反業者等について県に報告を行った。
③ 遊休土地調査を行い，県に報告を行った。
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【事業費】 3，000千円

【事業担当課】 都市計画課

④地区計画見直し事業

【事業概要】 地域の特性に応じたまちづくりを進めるため，
地区計画の決定・見直しを行う。

【事業概要】 代表的な郊外住宅地である松園ニュータウン
を対象地として実施中の空き家等バンク制度
社会実験を市街化区域に拡大し実施する。

720千円

事業概要等

都市計画課

【事業費】 5，520千円

【事業担当課】 都市計画課

②区域区分見直し事務

【事業概要】

【事業担当課】 都市計画課

【事業費】 480千円

【進捗状況】

【実施内容】

C

森林として計画的に保全され
る割合
（市域における森林区域の割
合）

（単位 % ）

H28 H31 H36
73.2 73.2 73.2

【事業担当課】

⑤都市計画審議会運営事業

【事業概要】 都市計画決定又はその変更を調査審議する
盛岡市都市計画審議会の運営を行う。

都市計画課

【進捗状況】

【事業費】

・玉山地域の３地区変更について，都市計画
審議会後に岩手県との協議を経て，変更の告
示を行った。また，道明地区の地区計画につ
いて，地区施設の変更を行った。
・全国地区計画推進協議会に参加し，他都市
の事例等の調査研究を行った。

1,664千円

５，８，11，２月の４回開催し，区域区分の変更
１件，用途地域の変更２件，地区計画の変更７
件，下水道の変更２件，ほか１件について行政
案を審議した。

【進捗状況】

【実施内容】 ・都市計画審議会の開催
・審議内容の公開
・委員の選定，委嘱

H36
8.5 8.4 8.4

【事業費】 2，000千円

【事業担当課】 都市計画課

【実施内容】 ・玉山地域及び道明地区の地区計画の見直し
・全国地区計画推進協議会に参加し，他都市
の事例等の調査研究を行う。

地域の特性に応じた
計画に沿ったまちづく
りが進められる

地区計画の見直しを
検討する

・盛岡市郊外住宅地活性化検討会の開催
・ふるさと団地の元気創造推進協議会への参
加
・空き家等バンクの運用

・ふるさと団地の元気創造推進協議会に参加
し，情報交換を行った。
・空き家の現地調査を進め，所有者に空き家
等バンクへの登録を促すとともに，空き家のリ
フォームへの補助制度の導入について検討を
行った。

⑥盛岡市郊外住宅地活性化事業

計画的な土地利用の推進【別紙】

小施策

【対象】
都市計画区域，
農用地区域，
森林区域

【事業担当課】

【進捗状況】 ・今回の調査については岩手県が実施すること
となったことから，県から依頼のあった各種
データ等の収集と提供を行った。

都市計画法第６条に規定する都市計画基礎調
査を行う。

・区域区分の見直しの検討及び変更手続き
・県が作成する区域区分見直しに係る広報紙
の配布

【実施内容】 ・都市計画基礎調査に関する業務委託を実施

①都市計画調査事業

事業名

【事業概要】

【事業費】

農用地として計画的に土地利
用される割合
（市域における農用地区域の
割合）

（単位 % ）

H28 H31

計画的に土地利用さ
れる。

③地域地区見直し事務

県が実施する市街化区域及び市街化調整区
域（区域区分）の見直しについて，案の検討を
行う。都市計画決定に向けて，県（決定権者），
滝沢市，矢巾町と協議を行う。

【実施内容】

【進捗状況】 ・区域区分第７回随時変更について，庁内調
整を経て岩手県と協議を行いながら変更案を
作成し，高松地区及び大平地区の変更を行っ
た。

【進捗状況】
・区域区分変更に合わせて，該当箇所に係る
用途地域の変更を行った。

市内の土地利用の変化に応じた用途地域など
の地域地区の見直しを行う。

【事業概要】

・用途地域の見直しの検討【実施内容】

市内の土地利用の変
化に応じた適切な用
途地域に見直しが行
われる

市民に周知されるとと
もに，市民が都市計
画の説明会に参加す
る

市街化区域の見直し
が行われる

市街化区域及び市街
化調整区域（区域区
分）の見直しを検討す
る

区域区分見直しに係
る変更案を市の広報
及びホームページに
より周知する

用途地域の見直しを
検討する

都市計画基礎調査を
委託により実施する

都市計画審議会を開
催し，行政案について
審議する

土地利用に関する計画の策定・見直し

小施策
主管課名

都市計画課

H28 H31 H36
50.3 50.3 50.3

都市として計画的に整備し，開
発し，保全する必要がある区
域を指定する割合
（市域における都市計画区域
の割合）

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位 % ）

アドバイザー制度や
都市計画提案制度が
活用され，市民意見
が反映される

良好な土地利用が維
持される

適正な土地利用の転
換が進む

【意図】
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B

空き家等バンクの市
民内外への周知を行
う

空き家等バンクへの
登録が進み，空き家
の利用が図られる

空き家が減少する

空き家等バンク利用
地域の人口が増加す
る

郊外住宅地活性化検
討会を開催し，対応
策を話し合う

法に定める届出制度
を市民・業者等に周
知するとともに，法の
規定に基づく事務を
適切に行う

市民・業者等に届出
制度への理解が図ら
れる

郊外住宅地が抱える
課題への対応が進む

都市計画の内容の適
切性について判断さ
れる

地域のコミュニティが
維持される

郊外住宅団地が維持
される

都市計画区域等の過
去５年間の土地利
用，人口等の動向が
把握できる

成果を区域区分等の
見直しの資料に活用
する

都市計画区域におい
て計画的な土地利用
が図られる

都市計画への関心が
高まり，市民参加が
進む

一定の判断を基に継
続的なまちづくりが進
められる

郊外住宅地への対策
が進み，活性化が図
られる

市民・業者等が土地
取引の届出等を適切
に行う

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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